
【第１１回卒業証書授与式】 
 ３月１１日、第１１回卒業証書授与式が行われました。このコロナ禍でどう卒業式を行えるのか、巣 

立っていく生徒一人ひとりが輝ける最高の場とするにはどうしたら良いのかを校長先生を始め学年の先

生方で話し合い、従来通りに近い形で挙行しました。壇上では校長先生の目をしっかり見て笑顔で証書

を受け取ったり、「三年間ありがとうございました。」と感謝の言葉を言う生徒がいたり、目を潤ませ

て証書を受け取る生徒がいたり・・・一人ひとり壇上で証書を校長先生からもらうことが出来て本当に

良かったです。卒業式直前まで練習できませんでしたが、「校歌」「大地讃頌」を精一杯歌う姿には涙

が pあふれました。 

今回の式を無事に挙行できたのは、会場作りや校舎の清掃など、たくさんの在校生の皆さんが携わっ

てくれたおかげです。素晴らしい式場をありがとうございました。感謝の気持ちでいっぱいです。 
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 令和 2 年度の前期も終わろうとしています。新型コロナウィルス感染症のために 6 月から学校が再開

し、大変短い前期となりました。私自身、教師生活で初めての長い臨時休業や短い夏休みを経験し、本

当に翻弄させられる上半期でした。皆さんはどうでしたでしょうか？ 本来夏休みには良い思い出づく

りや、部活動の大会など、あったはずのものが軒並み中止となってしまい、学校生活においても、体育

祭や修学旅行、校外学習など中止や延期が重なってしまいました。現在、社会は感染が治まったわけで

はありませんが少しずつ快方へと向かっています。「WITH コロナ」の言葉通り、感染予防を徹底しつつ

も、以前の生活を取り戻していくことも大切なことのように思います。 

 さて、「人生は航海なり」と言われます。中国唐代の詩人李白の「航路難(行路難)」という詩の一部を

紹介したいと思います。「人生の航路は困難だ。本当に困難だ。分かれ道が多すぎる。私が夢に見る太

陽は、今はいったいどちらにおられるのだろうか。大風に乗じて万里の波を乗り越える。そういう時期

がいつかは来る。その時こそ雲のように速い帆をかけて、大海原を渡っていこう。」この詩は難しそう

ですが、これからの人生には困難なことが多いかもしれませんが、必ず順風満帆になる時が来ることを

信じましょうという内容です。まさに今が台風の時なのかもしれませんね。人生の台風は乗り越えたい

ものです。「人生は航海なり」です。 

 

 

 

 

 

７組３年生は、「つづきＭＹプラザ」でマスク贈呈式を行い、駐日アンゴラ共和国大使館のルイ・ 

オルランド・シャビエル閣下にマスクを渡しました。マスクは、アンゴラ共和国の特別支援学校の 

中学生に届きます。６名の卒業生は、これから先で出会う人に愛され、周りの人を幸せにしていくの 

でしょう。１・２年生は進級して、１年生を迎えて新しいクラスとなります。 

学校教育目標   学び合い 認め合い 高め合う 

１年 

嬉しい事や楽しい事、辛い事などの毎日の積み重

ねが、皆さんを成長へと導きます。新年度の新しい

出会いや、後輩との関わりを大切にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

２年 

 学習では連絡票の内容を確認し、自分の課題につい

て熟考しましょう。そして、中学校最後のクラスで、

自分がどのように過ごしていきたいのかじっくり考

え、後悔のない1 年になるよう行動しましょう。 

〈学年より〉 

令和２年度も終わります 

校長  福田 昌弘 

 令和２年度が終わります。今年度は２カ月の臨時休業から始まり、分散登校や様々な行事の中止と、新型コロ

ナウィルス感染症に翻弄された年度となりました。まだまだ収束のめどが立っていない状況ではありますが、ワ

クチンの接種などやっと長いトンネルを抜ける兆しが見えてきたようにも思います。 

３月１１日に、令和２年度の卒業証書授与式を挙行しました。感染症拡大予防のため、卒業生・保護者・教職

員での式となりました。ここまで多くの場面で我慢をしてくれてきた卒業生のために、心のこもった素晴らしい

卒業式とすることができました。卒業生の今後の活躍にエールを送ります。 

 さて、来年度から新学習指導要領が実施となります。特に、評価において今まで４観点・５観点であった観点

が、全教科３観点となります。「知識・技能」「思考・判断・表現」のそれぞれの観点は今まであった観点なので、

皆さんもわかりやすいと思いますが、「主体的に学習に取り組む態度」という観点は、今までの「関心・意欲・

態度」とは少し違うものとなっています。各教科によって評価対象（ノートやレポート、作品など）が違うとは

思いますが、知識及び技能を獲得したり、思考力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中

で、自分の学習状況を把握して学習の進め方を調整しながら学ぼうとしているか、という意思的な側面を評価す

ることになります。新年度には各教科で説明がありますので、しっかりと理解をしてほしいと思います。 

 保護者及び地域の皆様、本年度も本校の教育活動にご理解・ご協力を頂き、誠にありがとうございました。 

来年度も引き続きよろしくお願い致します。 

  

 

  

   


